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第 2回 緑台・陽明小地域 地域別懇談会の概要 

日  時：平成 23年 9月 17日（土） 

午前 10時～12時 

場  所：第１自治会館 

参加人数：19名 

 
 
1 本荘部長より、市政の基礎情報を提供 
参考として、第 5次総合計画策定の趣旨・背景、総合計画の役割、策定にあたっての基本的な視

点、市の財政状況などについて説明があった。 
 
2 グループワーク 
本日は、第 1回目の結果を踏まえつつ、地域の資源の整理やそれを活用したまちづくりの考え方

などについて意見を出し合った。また、最後に、「私たちが地域でどんな暮らしをしたいのか」に

ついて意見交換を行いながら、「地域のありたい姿」を考えた。 
 

《Ａ班》 戸根さん、津田さん、後藤さん、岡本さん、桑野さん、光本さん 

【地域の課題】 

地域の課題 課題解決に向けたアイデアなど キーワード 

・ 配食センターがない。 
・ ボランティアの人材育成。 
・ 民生委員の担い手不足。 
・ 介護ステーション整備。 
・ 福祉関係の財源確保。 
・ 障がい者の居場所がない。 
・ 高齢者一人暮らしのサポート。 
・ 認知症による近所迷惑行為。 

・ 委員の処遇改善。 
・ 緑台老人福祉センターの入

浴を有料化。 

高齢者の生活支援 

・ 保育所がない。 
 

・ 松風幼稚園に保育所を設け

る。 
・ 小学校に保育所併設（行政・

市に任せる）。 

保育所の整備 

・ 大きな図書館がほしい。 
・ 150～250 人くらい集合できる設
備がほしい。 

― 公共施設の整備 

・ 中学校の学級が減少。 
・ 緑中の人数が少なすぎる。 

・ 学校の空き教室の使用、憩い

の場。 
教育体系の改善 

・ 向三軒両隣、助け合い。 
・ 団体の役員のなり手の減少。 

・ あいさつ運動の推進。 人とのつながり強化 

・ 産婦人科がない。 ― 医療 
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地域の課題 課題解決に向けたアイデアなど キーワード 

・ 高齢者交通安全の対策。 
・ 坂道が多い。 
・ 交通事故増加防止。 
・ 多田大橋に信号がほしい。 
・ 主要道路に違法駐車が多い。 

・ 違法駐車の取り締まり強化。 
・ 西友駐車場の立体化と増強。 

交通対策 

・ グリーンハイツ地区計画の見直

し。 
・ 空家が多く、整備されていない。 

・ 管理業務を行っては。 オールドニュータウ

ン問題 

・ 清流台の災害。 
・ 災害発生時に住民に知らせる方

法。 
・ 防災無線と地区放送システム。 
・ 防火水槽の上の有効活用。 

・ 避難のための、清流台高台に

避難搭屋を建設。 
・ 防災機材を設置。 

防災対策の整備 

・ 公園清掃をする人がいない。 
・ 公園 4か所の保全整備。 
・ 遊具が撤去されて、新しい遊具が

来ない。 
・ 公園を防災などに有効に使う。 
・ 樹木の管理不十分。 

・ 小・中学生を月１回公園清掃

に駆り出す。社会勉強・ボラ

ンティア精神の育成。 
・ 清掃の一元化を 
・ 公園管理費を配分。 
・ 市の条例強化。 

公園・美化環境の整

備 

・ コンビニが一軒しかない。 ― ― 
 

【地域の資源】 

地域の資源 資源活用の方法 キーワード 

・ 人材が豊富。 ― ― 
・ 公園・緑地帯の「梅」。 
・ 40箇所以上の公園。 
・ 桜の名所が多い。 

― ― 

・ サマーカーニバル。 ― ― 
・ 一戸建て住宅が多く、落ち着い

た環境が保たれている。 
― ― 

・ 活発な老人クラブ。 ― ― 
 
 
【ありたい姿】 

テーマ ありたい姿 フレーズ 

高齢者の生活 ・ お医者さんに安心してかかれる。 
・ 学校で高齢者が話し合える場所づくり。 
・ 近くの高齢者と楽しく話し合える。 
・ 認知症になっても、安心して暮らせる街。 

高齢者が住みやすいまち 

住環境(緑) ・ 安心して遊べる公園。 
・ 草花がいっぱいの街。 
・ ゴミの戸前収集を行政が行い、地域の負担が

少ない街。 
・ いつまでも緑の街の景観を保っている街。 
・ 公的機関､買い物が一極集中できる街。 

住環境を守る緑が多いま

ち 
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テーマ ありたい姿 フレーズ 

学校教育と子育

て 
・ 若手層が住める(増加)街。 
・ 子どもがいっぱい遊べる街。 
・ 子育ての心配なく、安心して暮らせる街。 

安心して子育てができる

まち 

防犯と防災 ・ 小さな見守りは、近所で。 
・ 交通事故のない街。 
・ 災害発生時、避難を知らせる設備、体制があ

ればいい。 
・ 治安の良い安心して暮らせる街。 

安全で安心なまち 
 

そのほかの意見 ・ 親切 6分、お節介 4分で、向こう三軒両隣の
まち。 

・ 古来の、伝統的助け合いのシステムの復元。 

― 
 

 

 
 

 

《B班》 高垣さん、倉藤さん、大村さん、藤澤さん、今岡さん、楠本さん、井上さん 

【地域の課題】 

地域の課題 課題解決に向けたアイデアなど キーワード 

・ 個人情報の保護で、以前ほど住民

がつながることができない。 
・ 地域のコミュニケーション不足。 
・ ぬくもりのある地域の復活。 

・ 法律をなんとかする。 
・ イベントへの参加者を増やす。 
・ 昔ながらの向三軒両隣、あいさつ

を推進する。 
・ 「あいさつロード」をつくる。 

コミュニケーシ

ョン 

・ 人口減少、地域の活力低下、淋し

くなる。 
・ 高齢者の増加、地域活力の低下。 
・ 若年層の減少（小・中・幼の存続

の難）。 

・ 人口増加に成功している他自治体

の例を学習する。 
・ 保育環境の充実。 
・ 若者が働く場を増やす。 
・ 子育て世代に快適なまちづくりを

する（空き家対策にもなる）。 
・ 土地区画見直し、マンションなど

集合住宅を増やす。 

オールドニュー

タウン問題 

・ パトロールなどしているが、犯罪

がなくならない。 
・ 緊急時の連絡態勢を整える。 
・ 空き地空き家の増加。 

・ 第１木曜日に決めているがランダ

ムに少人数で回る。 
・ 連絡網の見直し。 
・ 自治体による借り上げ。 

安全、安心のま

ちづくり 
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地域の課題 課題解決に向けたアイデアなど キーワード 

・ 野良犬猫の増加。近隣トラブルに

も。 
・ ペットを飼っている人が異常に

増えている。しつけができていな

い。 
・ 通り抜けの場所でごみの不法投

棄。 

・ ペットのしつけ教室を開く。 
・ 野良ネコ対策、エサをやらない。 
・ 地域で日常的にきれいに保ち、投

棄しにくくさせる。 

住民のマナー 

・ 独居老人、家庭の増加。 
・ 認知症対策。 
・ 歩道の段差が大きい。車イスに不

便。 

・ 高齢者が共同で住める住宅。 
・ みんなが理解し、各家庭だけでな

く、地域で支えるシステムをつく

る。 
・ 市民後見人を検討。 

高齢者の支援 

・ メイン道路の交通量の増加。 
・ 地域内なのにタクシーを利用。 
・ 交通事故の増加、信号が少ないか

ら。 

・ パトロールを増やす。 
・ コミュニティバスの検討。 
・ 一方通行を増やす、信号を増設す

る。 

移動手段の支援 

・ 楽しく遊べる公園がない。 
・ 公園ではボール遊びは禁止、遊具

もなく遊べない。 

・ 利用者の数を増やして、声を高め

る。 
・ 公園に特徴を持たせる。ボール遊

び OK、花が植わっている、遊具
がいっぱい、など。 

子育て支援、ど

もの育つ環境 

 

【地域の資源】 

地域の資源 資源活用の方法 キーワード 

・ 猪名川沿いの里山。 ・ ＧＨ西側の山野権利の確保。 － 
・ 猪名川の活用。 ・ 川清掃と、水草浄化。 － 
・ 自然あふれる街。 
・ 街並みの美しさ。 
・ 自然環境(桜) 

・ 美しい街並みを利用して、ウォーク

ラリーをアピール。 
・ 子どもの教育への活用。 
→地域への愛着。 

・ 名所として、桜をアピール。 

－ 

・ 整理された区画。 
・ 均質な街。 
・ 清潔な街。 
・ 持ち家の方が多く住む街。 

 － 

・ グリーンハイツ商店街。 ・ グリーン不動産の創設。 
・ 商店街の集合で、街を活性化。 

－ 

・ 高齢者等のリタイアされた方が、

見守ってくれる街。 
・ 災害が少ない。 
・ 防犯面で、安心して暮らせる街。 

・ 空き家を安くで貸す。 － 

・ 充実した教育の環境。 
・ 中学２つ、小学１つ。県立高校と、

教育の盛んな街。 
・ 教育熱心な方が多い。 

・ 教室の有効活用。 
・ 図書館を作る。 
・ 福祉面が充実した施設を造る。 
・ 職住接近の街づくり。 

－ 



 

川西市地域別懇談会-緑台・陽明小地域 

 5

地域の資源 資源活用の方法 キーワード 

・ 豊富な人材。 
・ コミュニティ―自治会の組織。 
・ 自治会活動が活発。 
・ 高いボランティア意識。 
・ 上質な人材が多い。 

・ 人材の活用。 
・ 学校で、遊んだり、実験等で色々教

えていただいたことがある。 
・ 人材を利用して、販売コーナーをつ

くる。 
・ 人材を子育てに活用する。 

－ 

・ 子どもと大人が、自然と挨拶をす

る。 
・ 数多い公園。 
・ 子ども達が、外で遊んでいる風

景。 

・ 公園を外から見やすくして、防犯上

の問題をクリアする。 
・ 児童公園と、シルバー公園に整理。 
・ 子どもが遊びやすく。 

 

－ 

・ サマーカーニバル 
・ 年末お餅つき 

・ 駐車場やバスの問題がクリアにな

れば、他の地域にアピールできる。 
－ 

【ありたい姿】 

テーマ ありたい姿 フレーズ 

生涯安心安

全のまち 
・ 生涯安定して暮らせる街。 
・ 福祉と配食センターだけでなく、民間の配食活用。 
・ 隣組の意識が持てるまち。 
・ ゆりかごから墓場まで、すべてがまかなえるまち。 
・ 安心安全のまち。 
・ 安心に住めるまち。 
・ 医療が充実しているまち。 

地域住民がお互いに気遣

い合い、ネットワークを

大切にしているまち 

若い世代も

住みやすい

まち 

・ 子どもが外でのびのび遊べる環境。 
・ 子どもが安心して遊べる場所がたくさんある街。 
・ （今は小学校だけ） 

子どもがのびのび安心し

て遊べる環境が整ったま

ち 
街の魅力・

活気 
・ グリーンハイツ音頭を作り、盆踊りに活用する。 
・ ビオトープをモデルとして造る。 
・ 病院、銀行のあるまち。 
・ 他者がうらやむまち。 
・ 四季のある街、自然のあるまち。 
・ ある程度、雑然とした側面がないと街の活力は出

てこない。 

地域の自然、地域の行事

なども地域住民で守り、

アピールしていけるまち 

世代間交流 ・ 高齢者と子どもの交流。 
・ 若い方が､意見が言える場が合ったらいいと思う。 
・ 昔から暮らしている方の変なルールに縛られない

ように若い方が上手く暮らせる街。 
・ どの世代にも、居心地の良い街。 

高齢者と若者もどの世代

も気兼ねなく話せる場と

雰囲気のあるまち 



 

川西市地域別懇談会-緑台・陽明小地域 

 6

 
 
 

《C班》 中島さん、大石さん、松尾さん、高田さん、平井さん、久恒さん 

【地域の課題】 

地域の課題 課題解決に向けたアイデアなど キーワード 

・ 高齢者の一人暮らしが増え、行事がし

にくくなってきた。 
・ 老々生活で、ちょっとしたこともでき

にくくなってきた（電球交換、大型ご

み出し、植木の手入れ）。 
・ 買い物や外出も不便。 
・ 認知症を家庭で抱えてしまって、地域

では見えにくい。 
・ 元気老人だけでなく、外に出てこない

人の声を受け取れない。 

・ アイネットの PR 
・ オレンジリングの PR 

高齢者支援 

・ 高齢者、児童虐待を発見するのが難し

い。 
・ 高齢者が道路を斜め横断して危ない。 

－ － 

・ 高齢者が増えてきているので、24時間
対応の病院がもっと必要。 

・ 川西病院では急患を受け入れてくれな

い 
・ 川西病院は患者対応が悪い。 

・ 川西病院の課題をなんと

かする。 
川西病院の問題 

・ 自治会の脱会者が増えている。 
・ 民生委員のなり手がない。 
・ ゴミ当番がいやなので自治会に入らな

い。 
・ 助け合い活動の担当者が高齢化により

減少している。 

・ 広報誌でアピール。 住民のエゴイズ

ム 
高齢化による問

題 
他人のエゴイズ

ム 
・ 近隣住民の把握。 
・ 緑台福祉センターの利用問題。 
・ 保育所がない。 

－ － 

・ 助け合い活動の中身を宣伝しにくい、

NPO は事業者枠になってしまってい
る。 

－ 
 

住民意識モラル

の問題 

・ 空き家の手入れ不足、草が茂り、ゴミ

が投げ込まれたりしている。 
－ － 
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地域の課題 課題解決に向けたアイデアなど キーワード 

・ 犬猫のフンについて。 
・ ゴミ問題置き場所、備え付けの用具統

一。 

・ 条例化して禁止する。 
・ 各班で話し合う。 

住民意識モラル

の問題 

・ 路上駐車により、緊急車両が入れない

のでは。 
・ 緑台地区での一方通行が非常に困って

いる。 

・ 広報に載せる、広報車で宣

伝。 
－ 

・ 緑台公民館の前で高校生が乗り降りす

るので、朝のラッシュ時に渋滞が起こ

る。 

・ 高校選抜制度が変わった

ことによる減少。個人で迂

回するなりして対応する。 

－ 

 
【地域の資源】 

地域の資源 資源活用の方法 キーワード 

・ 猪名川渓谷の桜。 
・ 川西市文化財に指定された桜。 

－ － 

・ 「あい」ネットの活動。 
高齢者の生活の手助け。 

・ 一人暮らし対象者で、行政のゴミ収集の対象外

の人に対する支援。 
・ やりすぎると老人が出てこなくなる。 
・ 基本的に近所で助け合う。 

・ 安否確認も兼ねる。 
 

－ 

・ 子ども達が数名で遊んでいる様子。  － 
・ コミュニティスペース事業(市の事業)も、３箇
所の内の１つがグリーンハイツにある。 

・ 居場所で世界的なアーティストを生ライブで聞

ける。 
・ 小学校(緑台・陽明)、中学校(緑台)の子どもの、
居場所。学校支援本部。 

・ 居場所の活動をＰＲ

する。 
・ 中学校の特色作り→

若者増 
 

－ 

・ 公園が住民の手で、手入れができ、いつでも住

民が安心して利用できる。 
・ 公園が多く、緑が多い。 
・ 活き活きクラブの活動。 

－ － 

 
【ありたい姿】 

テーマ ありたい姿 フレーズ 

― ・ 世代と共に暮らせる地域。 
・ 高齢者が安心して住める街。 
・ 高齢者が、いつも地域でおしゃべりしている。 
・ 働く世代や、子どもも多く、３世代のバランス

のとれた街。 
・ 心かよわせて、住み続けたい街。 
・ 皆で挨拶し合う、声が響く街。 

３世代が暮らせる街 
(コミュニケーション多い) 
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テーマ ありたい姿 フレーズ 

― ・ 子どもが伸び伸び遊べる街。 
・ 保育所のある街。 
・ 子どもが遊んでいる街。 
・ 陽明小、緑台小、緑中がいつまでも存続。 
・ 子どもの笑顔が、いつも聞こえる街。 
・ 子どもは未来の財産だ。 

子どもは街の宝だ 
 

― ・ 天災の少ない地域なので、住んでよかった。 
・ 防犯が行き渡っている。 
 

パトロールが行き届いてい

る街 
安全、安心 

― ・ ゴミが落ちていない美しい街。 
・ 緑がきれいで、くつろげる公園がある街。 

緑が多く、美しい街 
～公園の管理が行き届いて

いるまち～ 
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【地域活動シート】 ※地域活動シートは、地域でほぼ共通事項であるので1枚で整理 
子ども健全育成 
・クリスマス会（12月、自治会館、福祉委員） 
・ふれあい祭（年一回、緑台小、緑台小 PTA） 
・川遊び（年一回、大路川、コミ文化部） 
・子育て広場「この指止まれ」(月 3回、福祉委員) 
・放課後子ども教室（毎週土曜日、緑台小） 
・きっずいもほり（11月、清和台） 
・ぞうさんクラブ 
・まつの子クラブ（松風幼稚園、園庭開放） 
・陽明小わくわくクラブのお手伝い 
・陽明バザー（2月、小学校） 
・青少年育成市民会議（隔月、中学校） 
・プール開放（年一回、小学校、コミュニティ） 
・緑中トライアルウィーク 
・チーム学ボラの活動（図書館など） 
 

祭り・伝統文化 

・体育祭（5月、緑台小、コミ） 
・グリーンフェスタ（年一回 11月、自治会） 
・サマーカーニバル（年一回、陽明小） 
・清和台納涼祭 
・福祉もちつき大会(12月、緑台小、コミ) 
・ファミリーハイキング（11月、コミ体育部） 
・各種のサークル活動（コミュニティ） 
・合同音楽演奏会 
 

高齢者福祉 
・配食サービス(月～金) 
・オレンジリング 
・アイネットの活動 
・有償助け合い活動 
・ほほえみサロン（月 2回、福祉委員たすけあい部会） 
・ゴミ収集サポート(希望者に対して、自治会) 
・やまびこ相談（なんでも） 
・なんでも相談窓口（月～金、10時～16時、民生委
員中心） 

・シニアクラブ 
・バスツアー（年 2回） 
・ふれあいサロン映画の会（年 2回、福祉委員） 
・一人暮らし高齢者の見守り 
・ヘルプキット 
・健康講座（年 9回、社会福祉協議会・自治会） 
・外出困難者への対応 

地域の緑化 

・彼岸桜の保存 
・地域の花壇の管理 
・緑化事業 
・公園清掃 
・水明台の桜（地域のクラブが陽明小生徒と一緒に見

守っている） 

地域活動 

世代間交流 

・ぴーぷる広場（月 1回） 
・ウォークラリー 
・ファミリーハイキング（11月） 
・3世代交流バスツアー 
・ジョイフルフレンドクラブ事業 
・手話講座 
・映画会 

地域の美化 

・自治会館庭掃除（年 6回、老人会） 
・中学生徒会主催の清掃活動（夏休み中の１日） 
・活き活きくらぶ 
・クリーンアップ作戦（年 2回） 
・ボランティア美化活動 
・リサイクル資源回収 
・カラス防止ゴミネット 
・枝垂れ桜の管理 
 

防犯・防災 

・防犯パトロール（月 1回） 
・歳末パトロール 
・防災訓練（10月、連合・地区自治会） 
・児童見守りパトロール（毎日） 
・青パトパトロール（ほぼ毎日） 
・ワンワンパトロール（ジェントルワン） 
・救援救助の講習会 
・高齢者交通安全講習会 
・防犯カメラ設置 
 

その他 

・ソフトボール大会（スポーツ公園、コミ体育部） 
・障がい者郊外遠出(年 2～3回) 
・献血活動 
・機関紙「ぐりーんひろば」（月１回） 
・広報紙「笹りんどう」 
・安全安心マニュアルの作成 
・障がい者健康マージャン（月 1回、社会福祉協議会） 
・ふれあいデイサービス緊急お泊り 
・男の料理教室(月 2回、約 40名、福祉委員) 
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3 各班の発表概要 
●A班 

・ 高齢の生活という面では、ボランティア活動などによ

り、「高齢者が住みやすいまち」というありたい姿に

なった。 
・ 学校教育ということで、「安心して子育てができるま

ち」が挙げられた。 
・ 緑を活かして、「住環境を守る緑の多いまち」という

姿が出された。 
・ 防犯と防災では、交通事故のない、小さなシステムをつくりだし「安全で安心なまち」を

実現したいと思う。 
 
●B班 

・ メンバーそれぞれのリーダーシップが発揮され、活発

な意見交換になった。 
・ ４つのありたい姿が出された。 
・ 「地域住民がお互いに気遣いあい、ネットワークを大

切にしている街」「子どもがのびのび安心して遊べる環

境が整った街」「地域の自然、地域の行事なども地域住

民で守り、アピールしていけるまち」「高齢者と若者も

どの世代も気兼ねなく話せる場と雰囲気のあるまち」となった。どの世代も居心地のいい

まちにしていきたい。 
 

●C班 

・ この班では 4つのテーマが出た。 
・ ３世代の間でコミュニケーション多く、暮らしやすい

まちになりたい。また、子どもは街の宝。すでにいく

つものパトロールが行き届いている。緑が多く美しい

街で、４つある公園の管理が行き届いているのは、日

ごろの努力の賜物だと思う。また、個人宅の庭も美し

い。 
 

 
4 おわりに 
・ 次回は、10月 16日（日）15時から開催する。 

 


